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　向寒の候、皆様におかれましては、ますますご健勝

のこととお慶び申し上げます。

　日頃は、同窓会活動にご協力いただきありがとう

ございます。

　コロナ禍が続く中、いまだ日常生活にさまざまな影響

が及んでいます。同窓生の皆様方におかれましても、

事業やお仕事に影響を受けられた方、あるいは健康

に支障を生じられた方が少なからずいらっしゃるかと

思います。改めてお見舞い申し上げますとともに、一日

も早く皆様の生活が元に戻り、健康を回復されます

よう心からお祈りいたします。

　例年5月に開催しております第一回代議員会におき

ましても、このような状況では代議員会の開催を中止

せざるをえなくなり、昨年と同様に書面での議案承認を

お願い致しました。ご不便をおかけいたしましたが、

代議員様のご協力により、スムーズな書面決議が出来

ました事、お礼申し上げます。

　また、今年度は、理事改選期ではございませんの

で、昨年度と同様の組織を持って、活動いたします。

しかしながら、コロナ禍の中いろいろと制約を受けなが

ら代議員及び理事の皆様からお知恵を拝借しできる

限り事業を開催していきたいと思っております。

　本学同窓会は、会員相互の交流と親睦、そして

名古屋学院大学の発展に貢献することを目的とし、

1968年に設立され、今年で53年目を迎えることに

なりました。同窓会活動を通じ、共に学んだ多くの

同期や恩師、多様な分野で活躍する世代を超えた

同窓生つながりを持ち、それぞれの道を切り開くきっかけ

となることを願っております。

　今年度のホームカミングデーについては、昨年度に

引き続き中止せざるをえない状況にあります。「三密」

での交流が厳しい中で、新しい交流の場となるような

同窓生の絆を育む企画を、理事会で現在検討して

おります。また改めて同窓生の皆様にご案内すること

を考えておりますので、その時にはご協力をお願い

いたします。

　また、会報発行につきましても、様々な同窓会活動

に新型コロナウイルスの影響が出ております。感染

リスクを極力抑えつつ、会員の皆様により充実した内容

を届けていきたいと思っております。今年の会報は、従来

の会報誌をお届けするとともにＷＥＢ上においても

発信いたしますので、ご覧いただきたいと思います。

　今後とも会員皆様には、同窓会活動に、より一層

のお力添えをいただきますようお願い申し上げます。

　昨年から引き続いておりますコロナ禍の影響により、3密を避けた実施がまだ難しいという

判断から、今年度のホームカミングデーも開催中止とさせていただきました。毎年の開催を

楽しみにしていらっしゃった皆様には大変申し訳なく存じますが、何卒ご了解のほど宜しく

お願いいたします。

　また毎年皆様にお届けしております「同窓会 会報」ですが、今年からデジタルメディア版の

配信を開始いたしました。冊子版の会報については、次年度からはご希望の方のみに郵送

させていただくことになりました。P.13にご希望お申し込み概要を掲載しておりますので、

次年度からの冊子版会報郵送をご希望の方はP.13に掲載のFAX・ハガキまたはQRコード

からお申し込みをお願いいたします。

愛知県瀬戸市出身。高校2年生の時に、パラアスリート発掘

イベントで競技用義足を体験したことがきっかけで、名古屋学院

大学入学後から陸上競技を始めました。東京2020パラリン

ピックでは、男子200m（T64クラス）で決勝に進出し自己ベスト

をマークし、混合4×100mユニバーサルリレーでは見事銅メダル

を獲得しました。

G R E E T I N G

ご挨拶 今年度のホームカミングデーの開催中止と
「同窓会 会報」のデジタル配信に伴う
次年度からの冊子郵送について

同窓会会長  小川 博司
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2021年度 同窓会運営の紹介
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　2020年10月28日（水）に本学は学校法人柳城学院と包括
連携協定を締結しました。本学が国公私立大学と包括連携協定
を締結するのは初めてです。締結式で因田義男理事長は「協定
を両学校の成長の起爆剤としたい」と話されました。
　学校法人柳城学院は、「愛をもって仕えよ」（「新約聖書」
ガラテヤの信徒への手紙第5章13節）を建学の精神とし、名古屋
柳城女子大学、名古屋柳城短期大学をはじめとする各教育
機関で保育者として期待される人間性教育と専門教育に力を
入れながら、東海地区で最も歴史ある保育者養成校として、幼児
教育・社会福祉の分野で働く保育者の養成を行っています。

　今後は、両法人の間で単位互換に関することや国際交流に
関することなど互いの教育資源を活用し、より活発な教育・研究
交流を推進していきます。

　スポーツ界で活躍する卒業生、在学生が、近年多く誕生している
ことから、スポーツ界で活躍する皆さんへの応援、今後の活躍を
期待して等身大パネルを作成しました。等身大パネルは、名古屋
キャンパスしろとり曙館１階と瀬戸キャンパス希望館２階に設置
されています。

ワン・ウェイジャ（王 偉嘉） 選手　（商学部 2021年3月卒業）
【所属】バスケットボール B.LEAGUE 秋田ノーザンハピネッツ

東 宏輝 選手  （商学部 2018年3月卒業）
【所属】バスケットボール B3.LEAGUE 豊田合成スコーピオンズ

嘉陽 梨佳子 選手  （商学部 2021年3月卒業）
【所属】バスケットボール W LEAGUE 
         プレステージ・インターナショナル アランマーレ

瀬山 楓 選手  （商学部 2018年3月卒業）
【所属】バスケットボール W LEAGUE 山梨クィーンビーズ

梅田 莉樹子 選手  （スポーツ健康学部 2020年3月卒業）
【所属】バレーボール V LEAGUE JAぎふリオレーナ

川辺 寛悟 選手  （スポーツ健康学部 2021年3月卒業）
【所属】日本フットサルリーグ F.LEAGUE アグレミーナ浜松

牧山 巧樹 選手　（スポーツ健康学部 2021年3月卒業）
【所属】JAPAN RUGBY LEAGUE ONE NTTドコモレッドハリケーンズ大阪

宮本 ジョセフ拳 選手  （スポーツ健康学部 2021年3月卒業）
【所属】プロ野球埼玉西武ライオンズ

大島 健吾 選手  （法学部 4年）
東京2020パラリンピック 混合4×100mユニバーサルリレー銅メダル

C A M P U S  N E W S

学校法人柳城学院と包括連携協定を締結

スポーツ界で活躍する
卒業生、在学生の
等身大パネルを設置

理事長・学長 

　同窓会の皆様方には、日頃より母校の教育研究に変わらぬ

ご理解とご支援を賜り、心よりお礼申し上げます。

　ご承知のとおり、本学は1964年に経済学部経済学科の単科

大学として開学し、今年度で開学58年目をむかえました。現在

までに、名古屋、瀬戸の両キャンパスに8学部11学科、大学院

2研究科、留学生別科からなる総合大学へと発展してまいりました

が、昨年度の学位記授与式をもって、卒業生が5万人を超え、

総数51,326名を数えることとなりました。卒業生の皆様方の、中部

地区をはじめ、国内・国外の様々な分野でのご活躍は、母校や後輩

にとって大変大きな誇りであり、励みにもなっております。今後も社会

に求められる有用な人材を輩出できる大学であり続けるため、努力

してまいる所存であります。

　今年度も昨年に引き続き、「新型コロナウイルス感染症対策

本部」のもと、全学をあげて感染対策をとっています。春学期は、

対面授業とオンライン授業を併用する＜隔週対面授業方式＞で、

全学生をキャンパスに戻すことが出来ました。途中、愛知県下に

緊急事態宣言が発令され、全面オンライン授業への切り替え期間

（5月13日～6月13日）を設けましたが、全学生・教職員の協力の

もと、＜隔週対面授業方式＞が功を奏し、学内での感染を発生

させず春学期を終えることができました。

　ひとつお伝えすべき嬉しいニュースがあります。すでにご存じの

方も多いかと存じますが、陸上競技部の大島健吾さん（法学部

４年生）が東京2020パラリンピックで「ユニバーサルリレー」第二走

者として出場し、銅メダルを獲得いたしました。大島さんは、T64

（片足下腿義足）クラスの100mと200mにも出場され、200mでは

決勝まで進みました。レース後のインタビューでの言葉「今はまだ

力不足だけれどもまだ発展途上にあるので頑張ってさらに上を

目指したい」が印象的でした。今後のさらなる活躍を期待したいと

思います。

　最後となりましたが、名古屋学院大学同窓会の限りないご発展

を祈念申し上げるとともに、同窓会の皆様方からのなお一層の

お力添えを頂きますようお願い申し上げます。

G R E E T I N G

ご挨拶

名古屋学院大学 

学長  赤楚 治之
　同窓生の皆様には、平素より本学の教育ならびに研究活動に

ご理解ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。小川会長をはじめ、

同窓生の皆様方の献身的な活動、そして深い母校愛により、常日頃

から本学をお支えいただいておりますことに、改めて感謝と敬意を

申し上げます。

　この度、8月3日に開催されました本法人理事会において理事長

に再任され、引き続き、その重責を担うこととなりました。もとより微力

ではございますが、建学の精神「敬神愛人」のもと、法人の更なる

発展のため、職務に精励する所存にございます。同窓生の皆様には、

引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

　さて、2019年末に発生した新型コロナウイルスは、未だに我々の

社会生活や経済活動に深刻な影響を及ぼしております。ここにきて

ワクチン開発等とともに、その接種の進展により、一部で明るい兆し

がみられる一方、感染力の強い変異種の出現、首都圏を中心とした

度重なる感染拡大の動きもあり、残念ながら収束の目途はまだ立って

おりません。この間においても、我々は、教育機関としての使命を

最大限果たすべく、「学生ファースト」の視点に立ち、学生の学修

機会の確保や大学諸活動の再開を常に念頭におき、対策を講じて

参りました。また、これらへの対応を喫緊の課題と捉えつつも、大学

を取巻く環境は一段と厳しさを増し、急速する少子化の流れなど、

多くの課題を同時に抱える厳しい状況下にもあります。

　時代の大きな転換期をむかえ、新型コロナウイルスへの対応と

ともに、様々な課題が散在してはおりますが、本学では、今後も

確かな知識と情報に基づき、慎重かつ適切にこの難局にあたり、如何

なる事態においても、教育・研究活動の継続と発展、健全な運営体制

のさらなる構築にむけ、教職員一丸となって努力してまいります。

　同窓生の皆様方には、引き続き、ご支援、ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

学校法人 名古屋学院大学 

理事長  因田 義男
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【2020年】
第31回日本パラ陸上競技選手権大会100m（T64）優勝　11秒93
第25回関東パラ陸上競技選手権大会100m（T64）優勝　11秒60（大会新記録）

【2021年】
第32回日本パラ陸上競技選手権大会100m（T64）優勝　11秒70（大会新記録）
第119回日本体育大学陸上競技会100m（T64）優勝　11秒46（アジア新記録）
2021ジャパンパラ陸上競技大会100m（T64）優勝　11秒37（アジア記録更新）
東京2020パラリンピック100m（T64）予選1組5位　11秒41
東京2020パラリンピック混合4×100mユニバーサルリレー　3位（銅メダル）
東京2020パラリンピック200m（T64）決勝8位　23秒62（自己ベスト）

※2021年8月 東海学生陸上競技夏季大会 男子100mに出場し、
　11秒19で自己ベストを更新

大学
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ら
な
る
目
標
の
達
成
が
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」と
激
励
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。続
け
て
、今
大
会
の
栄
誉
を
称
え
、

赤
楚
治
之
学
長
、小
川
同

窓
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

表
彰
状
、目
録
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
生
自
治
会
委
員
長
の

市
村
彩
華
さ
ん（
法
学
部

3
年
）に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、今
大
会
で
の
成
果
や

指
導
す
る
松
田
克
彦
陸
上
競
技
部
部
長

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
准
教
授
）の
大
島
選
手
の

第
一
印
象
、日
頃
の
や
り
取
り
な
ど
が
語
ら
れ
、会

場
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
島
選
手
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、

「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
成
長
し
て
パ
リ
大
会
で
は
さ
ら
に

上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
！
」と
感
謝
と

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、第
2

走
者
と
し
て
出
場
し
た
混
合
4×

1
0
0
m

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。男
子

2
0
0
m（
T
64
ク
ラ
ス
）で
は
決
勝
に
進
出
し

自
己
ベ
ス
ト
を
マ
ー
ク
。

OSHIMA    KENGO
06 05



  

　

名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、今
年
創
立
１
３

４
年
を
迎
え
ま
す
。「
神
を
敬
い
、神
か
ら
与
え
ら
れ

た
自
己
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、そ
の
能
力
を

社
会
の
た
め
に
惜
し
み
な
く
用
い
る
。」こ
の
聖
書
の

教
え
を『
敬
神
愛
人
』と
考
え
、男
子
６
年
一
貫
教
育

の
建
学
の
精
神
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
本
校
の
今
年

度
主
題
聖
句
は
、

「
鉄
は
鉄
を
も
っ
て
研
磨
す
る
。人
は
そ
の
友
に
よ
っ

て
研
磨
さ
れ
る
。」

―
箴
言 

２７
章
１７
節
―
で
す
。生
徒
た
ち
に
は
、日
常

の
学
校
生
活
で
神
を
敬
う
姿
勢
を
大
切
に
し
、何
事

に
も
謙
虚
に
向
き
合
い
、自
己
中
心
に
陥
る
こ
と
な

く
、隣
人
を
愛
す
る
心
や
姿
勢
を
養
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。ま
た
、政
府
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴
い
、本
校
も
２
ヵ
月
の
休
校

期
間
を
余
儀
な
く
さ
れ
、各
種
コ
ン
ク
ー
ル・
大
会
も

軒
並
み
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中

で
も
、本
校
に
お
い
て
は
文
武
と
も
に
目
覚
ま
し
い
活

躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。高
等
学
校
で
は
、日
々
の
取
り

組
み
の
成
果
が
、進
学
実
績
に
お
い
て
着
実
に
現
れ
、

国
公
立
大
学
に
は
合
計
１
９
０
名
が
合
格
し
ま
し

た
。そ
の
う
ち
東
京
大
学
に
１
名
、京
都
大
学
に

３
名
、名
古
屋
大
学
に
１８
名
を
は
じ
め
、旧
帝
国
大

学
に
３２
名
が
合
格
。私
立
大
学
で
は
、早
慶
上
理
に

７１
名
、Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
に
９３
名
、関
関
同
立
に
は
１
７
２

名
が
合
格
し
ま
し
た
。ま
た
近
年
、医
歯
薬
獣
医
系

へ
の
進
学
者
も
増
え
て
お
り
、医
学
部
医
学
科
に
２７

名
、歯
学
部
２０
名
、薬
学
部
３８
名
、獣
医
学
部
８
名

と
医
歯
薬
獣
医
で
合
計
８９
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

課
外
活
動
に
お
い
て
も
、運
動
部
・
文
化
部
と
も
に

素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。高
校
・
運

動
部
で
は
、硬
式
テ
ニ
ス
部
が
全
国
選
抜
テ
ニ
ス
大

会
出
場
、全
日
本
選
抜
室
内
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
で

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、陸
上
競
技
部
が
全
国
高

等
学
校
陸
上
競
技
大
会
２
０
２
０
で
１
１
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
に
お
い
て
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。水
泳
部
・

競
泳
部
門
で
も
、第
４３
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
男
子
４
０
０ｍ

自
由
形
競
技
で
第
５
位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、サ
ッ
カ
ー
部
は
私
学
祭
体
育
大
会
準
優
勝
、高

円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｕ
１８
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
２
０
２
０
愛
知

県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ
優
勝
を
収
め
、ラ
グ

ビ
ー
部
は
第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
２
地
区
愛
知
県
大
会
で
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。自
転
車
競
技
部
、ス
キ
ー
競
技

で
も
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。一
方
、文
化
部
で

は
、文
学
部
が
第
２３
回
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
で

個
人
優
秀
賞
、人
文
・
社
会
科
学
研
究
部
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
専
門
部
活
動
発
表
会
に
お
い
て
、減
災
部
門

で
優
秀
賞
を
収
め
ま
し
た
。中
学
校
で
は
、硬
式
テ
ニ

ス
部
が
新
人
テ
ニ
ス
大
会
団
体
戦
で
愛
知
県
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、真
に
人
々
か
ら
求
め

ら
れ
る
社
会
の
主
導
者
た
る
紳
士
を
育
成
し
、人
類

の
幸
福
と
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、名
古

屋
中
学
校
・
高
等
学
校
の
使
命
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

創
立
１
３
４
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
名
古
屋
中

学
校
・
高
等
学
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、今
後

も
い
っ
そ
う
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
2
2
年
度 
大
学
院
生
募
集
！

【
本
学
大
学
院
の
特
徴
】

大学院
トピックス

■入学試験日
【通学制】
経済経営研究科（経済学専攻、経営政策専攻）
外国語学研究科（英語学専攻、国際文化協力専攻）

※出願期間等、入試詳細はお問い合わせください。 
※名古屋学院大学大学院は2022年4月に名古屋キャンパスへ移転予定です。

修士
博士前期 博士前期
修士
博士前期

博士後期

博士後期

経営政策専攻

全専攻

全専攻

2/5（土）
2/26（土）
2/27（日）
3/5（土）
2/12（土）

2/5（土）
3/5（土）

3/5（土）

入試区分 課程 専攻試験日

Ⅱ期

Ⅲ期

博士後期

Ⅱ期

Ⅲ期
博士後期

【通信制】
外国語学研究科（英語学専攻）

東京

名古屋
名古屋

大阪

※専攻により開催時間が異なります。
　詳細はお問い合わせください。

説明会
2021.12.11（土）
2022.1.8（土）
10：30～15：00

会場 ： 丸の内サテライト

入試区分 課程 試験会場試験日

名古屋学院大学丸の内サテライト 大学院事務室／〒460-0002 名古屋市中区丸の内1-17-19 キリックス丸の内ビル7階
TEL：052-678-4076　FAX：052-202-3541　E-mail：ngugs@ngu.ac.jp  ※2022年4月以降の連絡先は、ホームページの更新をお待ちください。お問い合せ先

　

本
学
大
学
院
は
、「
経
済
経
営
研
究
科
」「
外
国
語
学
研
究
科
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
経
営
研
究
科
経
済
学
専
攻
で
は
、経
済
学
だ
け
で
な
く
、

現
代
社
会
の
諸
問
題
を
対
象
と
す
る
隣
接
分
野
の
社
会
学
、都
市

政
策
、自
治
体
戦
略
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

経
営
政
策
専
攻
で
は
、税
理
士
試
験
の
税
法
・
会
計
学
科
目
の
一
部

科
目
免
除
を
目
指
す
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、実
践
に
役
立

つ
理
論
・
技
法
を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、２
ヶ
月
で
１
科

目
が
学
べ
る
講
義
を
金
曜
夜
間
と
土
曜
日
に
数
多
く
実
施
し
て
い

ま
す
。経
営
者
や
管
理
職
の
方
も
多
く
、ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
資
質
も
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

外
国
語
学
研
究
科
で
は
、英
語
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
異
文
化

理
解
・
国
際
協
力
を
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
、国
際
的
な
架
け
橋
と

な
る
人
材
を
志
す
日
本
お
よ
び
海
外
か
ら
の
院
生
が
活
発
に
議
論

を
交
わ
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

通
信
制
大
学
院（
英
語
学
専
攻
）で
は
、時
間
的
・
地
理
的
に

制
約
が
あ
る
方
で
も
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
せ
ず
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、現
職
の
英
語
教
員
や
、日
本
語
教
員
を
目
指
す
方
な
ど
が

英
語
学（
言
語
学
）、英
米
文
学
、英
語
教
育
学
な
ど
、専
門
知
識

の
習
得
や
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状（
英
語
）の
取
得

に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、定
年
後
の
学
び
な
お
し
を
考
え
て
い
る
方
に
は
、「
シ
ニ
ア

学
生
授
業
料
減
免
制
度
」が
あ
り
、入
学
年
度
の
授
業
料
を
50
％

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●

税
理
士
試
験
の
科
目
免
除
や
中
学
・
高
校
教
諭
専
修
免
許
状（
英

語
）取
得
な
ど
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト

●

平
日
夜
間
や
土
曜
日
に
も
開
講
、通
信
制
や
長
期
履
修
制
度
な
ど
、

忙
し
い
社
会
人
で
も
働
き
な
が
ら
学
べ
ま
す

●

名
古
屋
学
院
大
学
の
卒
業
生
は
入
学
金
が
半
額 

！

CAMPUS TOPICS

名古屋学院

名古屋中学校
名古屋高等学校
トピックス

関
東
支
部
報
告

関
東
支
部 

支
部
長

美
濃
部 

貞
昭（
73
E
）

　
　

関
東
支
部
は
、先
輩
後
輩
と
い
う
縦
の
関
係
は
な
く
、和
気

あ
い
あ
い
と
、気
さ
く
に
相
互
の
知
己
を
深
め
、人
脈
が
広
げ
ら

れ
る
集
ま
り
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
様
に
深
く
共
感
す
る
こ
と

で
、人
生
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
の
支
部
会
の
進

行
運
営
は
脈
々
と
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

2
0
2
0
年
/
2
0
2
1
年
度
の
支
部
活
動
は
全
て
中
止
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
で
役
員
会
を
2
0
2
0
年
2
月
・

8
月
、2
0
2
1
年
2
月・7
月
に
開
催
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
審
議
事
項
は 

１
． 2
0
2
1
年
4
月
18
日（
日
）の「
春
の
会
」は
中
止
と
す
る
。

２
． 2
0
2
1
年
10
月
17
日（
日
）の「
秋
の
会
」は
中
止
と
す
る
。

３
． 2
0
2
2
年
4
月
17
日（
土
）の「
春
の
会
」は
実
施
す
る
。

を
決
議
致
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
7
月
23
日
に
開
幕
し

ま
し
た
。日
本
選
手
の
活
躍
に
感
動
し
な
が
ら
、ま
た
、世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
の
熱
戦
に
、T
V
か
ら
声
援
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。支
部

活
動
は
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
に
よ
っ
て
2
0
2
2
年
4
月
17
日

（
日
）の「
春
の
会
」は
何
と
か
開
催
で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
10
月
の「
秋
の
会
」に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
特
別
講
演

「
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
と
成
人
病
と
腰
痛
予
防
に
つ
い
て
」は

2
0
2
2
年
10
月
16
日（
日
）の「
秋
の
会
」に
延
期
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

　

関
東
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
様
々
な
ご
対
応

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た

だ
き
2
0
2
2
年
の「
春
の
会
」に
は
元
気
な
お
姿
で
再
会
で
き

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

初
参
加
の
方
は「
会
費
無
料
」で
す
。是
非
、ご
出
席
下
さ
い
。

福
井
支
部
報
告

福
井
支
部 

支
部
長

堀
内 

幸
路（
90
E
）

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。福
井
支
部
長
、９０
Ｅ
の

堀
内
幸
路
で
す
。平
素
は
支
部
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
に
入
っ
て
早
や
一
年
半
、

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、様
々
な
影
響
の
あ
る
中
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。ご
承
知
の
よ
う
に
、昨
年
は

世
の
中
の
状
況
を
鑑
み
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
支
部
会
の
開
催

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。支
部
設
立
か
ら
今
年
で
１２
年
に
な
り

ま
す
が
、あ
ら
た
め
て
状
況
を
見
つ
め
る
時
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
前
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、福
井
県
出
身
の
同
窓
生
は

３
５
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。６０
年
に
満
た
な
い
大
学
の
歴
史
か

ら
す
る
と
、非
常
に
多
い
数
で
、大
き
な
財
産
で
す
。み
な
さ
ん

も
、ふ
と
周
り
を
見
た
ら
、同
窓
生
だ
っ
た
っ
て
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
。実
は
私
の
居
住
す
る
町
内
に
も
複
数
の
同
窓
生
が
お
り
、現

在
、町
内
会
の
役
も
共
に
担
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
あ
る

会
合
で
、「
同
窓
生
で
す
よ
ね
」と
声
を
か
け
ら
れ
て
つ
な
が
り

が
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の「
つ
な
が
り
」こ
そ
が
同
窓
会

の
最
も
重
要
な
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
何
か
の
き
っ

か
け
づ
く
り
に
、同
窓
会
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、少
子
化
に
伴
う
学
校
の
統
廃
合
が
あ
る
中
、私
の
出

身
高
校
も
閉
校
し
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
母
校「
名
古
屋
学
院
大

学
」と
の
つ
な
が
り
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
活
動
も
そ
ん
な
思
い
で
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今年度は昨年度に引き続きコロナ禍のためリモートによる第１２回不動産部会総会
開催と会員同士の交流の場である情報交換会をリモートで２回開催しました。
　第1回情報交換会は６月２１日（月）に高橋正典様（一般社団法人安心ストック住宅
推進協会代表理事）をお招きし「withコロナで変わる、これからの不動産ビジネス」
セミナーを行いました。
　第２回情報交換会は９月13日(月)に大西倫加様（さくら事務所）をお招きし「アフター
コロナの不動産業界」のセミナーを行いました。リモートではありましたが、活発な質問・
意見交換もできこれからの業界・仕事に繋がるセミナーになりました。
　今後も不動産部会は引き続き情報交換会などを開催し、年明けには名古屋市内で
研修会を開催する予定です。まだまだコロナ禍ではありますが、今できる会員交流をして
いきたいと思っております。ご興味を持たれた不動産業に携わっている卒業生の方の
ご参加をお待ちしております。

三
重
支
部
報
告

三
重
支
部 

支
部
長

倉
田 

正
義（
71
E
）

　

日
頃
か
ら
同
窓
会
三
重
支
部
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
重
支
部
で
は
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
役
員
会
・
支
部
会

も
開
催
出
来
ず
活
動
を
中
止
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、三
重
支
部
で
は
昨
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

　

四
日
市
市
出
身
の
宮
本
ジ
ョ
セ
フ
拳
君
が
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
よ
り
育
成
３
位
で
指
名
さ
れ
今
後
の
活
躍
に
三
重
支
部
で

も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
終
息
し
た
折
に
は
支
部
活
動

も
再
会
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
三
重
支
部

の
活
動
に
ご
協
力
・ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
支
部
報
告

岡
山
支
部 

支
部
長

山
本
紳
司（
93
E
）

　

岡
山
支
部
で
は
、今
年
4
月
に
支
部
幹
事
会
を
開
催
し
現
状

の
確
認
と
今
後
の
対
応
を
話
し
合
い
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
に
は

支
部
よ
り
大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
収
集
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

を
微
量
な
が
ら
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
状
況
下
の
な
か
、各
種
活
動
を
休

止
し
て
い
る
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
度
も

引
き
続
き
岡
山
県
内
の
卒
業
生
の

皆
様
に
挨
拶
状
の
発
送
を
通
じ
て

支
部
と
同
窓
会
の
周
知
を
行
う
予

定
で
す
。

　

今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た

段
階
で
活
動
を
再
開
し
、卒
業
生

皆
様
方
へ
の
お
知
ら
せ
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
岡
山
支
部

の
活
動
へ
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5会場とリモート役員会

支
部
長　
　

美
濃
部
貞
昭（
73
E
）

副
支
部
長　

中
込
秀
夫（
80
E
）

副
支
部
長　

横
山
栄
治（
80
E
） 

副
支
部
長　

菊
池　

浩（
86
E
）

副
支
部
長　

熊
谷
正
紀（
89
E
）

会
計　
　
　

向
井　

誠（
93
E
） 

会
計
監
査　

久
米
知
代（
86
E
）

富
山
支
部
報
告

富
山
支
部 

支
部
長

正
村 

弘
之（
83
E
）

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
支

援
、ご
理
解
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
２
月
に
第
１１
回
富
山
支
部
会
を
開
催
後
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、富
山
県
で
も
自
粛
規
制
が
引
か
れ
こ
の

１
年
間
は
、支
部
活
動
は（
幹
事
会
も
含
め
）ま
っ
た
く
出
来
な
い

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
第
１２
回
支
部
会
も
開
催
を
中
止
と
判
断
い
た
し

ま
し
た
。今
迄
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
も
無
く
、開
催
し
多
く
の

同
窓
生
の
方
々
と
お
会
い
し
、親
交
、親
睦
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
支
部
会
が
こ
の
よ
う
な
事
態
で
開
催
で
き
な
い
こ
と
が
大
変

残
念
に
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、自
粛
生
活
、コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
お
仕
事
へ
の
影
響
な
ど
、こ
の
１
年
半
は
、今
ま
で
に

無
い
経
験
を
強
い
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま

だ
収
束
す
る
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
が
、昨
今
は
、各
地
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
行
わ
れ
、接
種
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
状
況
も
見
極

め
、幹
事
会
等
で
支
部
会
の
開
催
を
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。第
１２
回
富
山
支
部
会
を
開
催
で
き
る
状
況
に
な
る
事

を
願
う
ば
か
り
で
す
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
感
染
予
防
等
含

め
、ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
気
構
え
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も
、富
山
支
部
の
活
動
へ
ご
協

力
、ご
支
援
、そ
し
て
支
部
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
是

非
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
支
部
報
告

石
川
支
部 

支
部
長

柿
谷 

政
信（
75
E
）

　

同
窓
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
2
年
度
石
川
支
部
会
と
し
て
は
、10
月
9
日
に
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。一
向
に「
コ
ロ
ナ
禍
」が
収
ま
る
状
況
で
は
な
く
、

毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る
支
部
会
の
開
催
を
断
念
致
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
に
入
り
、な
ん
と
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
こ
ぎ

着
け
た
様
子
で
す
が
、こ
こ
石
川
・
金
沢
も
度
重
な
る「
ま
ん
延
防

止
」「
緊
急
事
態
宣
言
」等
が
続
き
、今
ま
で
の
事
が
嘘
の
よ
う
に

観
光
客
も
途
絶
え
、繁
華
街
も
閑
散
と
し
た
状
況
で
す
。秋
に

役
員
会
を
開
き
本
年
の
対
応
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
笑
顔
で
お
会
い
出
来
る
日
が
き
っ
と
来
る
は
ず
で
す
。会

員
の
皆
様
に
お
い
て
は
充
分
に
お
身
体
に
お
気
を
つ
け
て
頂
き
ま

し
て
、今
後
共
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
関
東
支
部
役
員
】

名古屋学院大学同窓会不動産部会活動報告

不動産部会部会長　神谷智康（89E）

事業別部会だより 不動産部会

支
部
会
だ
よ
り
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　2020年度は、コロナ禍による景況感の不透明さにより、飲食店・

宿泊業のようなコロナ禍の影響を受けやすい業種で、採用予定数が減少

した企業が多く、全国の民間企業の求人総数は、前年の68.3万人

から67.6万人へと7,000人減少しました。本学においても例外では

なく、本学の求人社数は、前年の13,246社から13,122社へと減少

し、内定率は96.7％となりました（前年97.8％）。

　今の大学生の就職活動は、３年生夏のインターンシップが事実上の

スタートになっており、就職活動は１年近く続き「長期化」しています。また、

コロナ禍の影響により、企業はWeb上での説明会や面接を増やしてい

ますので、従来の就活対策に加えて、Web選考への対策もしなければ

なりません。学生だけで乗り切るには、あまりにも厳しいのが現実です。

　キャリアセンターでは、履歴書の添削や面接練習、個別相談だけで

なく、企業と学生との接触機会を数多く持てるように、学内業界研究セ

ミナーや学内会社説明会を開催しています。

　本学は、帝国データバンク名古屋支店によると、愛知県に本社を置く

企業の社長出身大学ランキングで第７位になっています。企業で人事

のお仕事をなされている卒業生もたくさん見えます。

　5万人を超える名古屋学院大学卒業生の総力を結集して、後輩たち

に求人（正社員）の支援をお願いいたします。

　求人をいただける場合は、キャリアセンターまでお問い合わせください

ますようお願い申し上げます。

2021年度入試結果
　2021年度入試は、大学入学共通テストをはじめとする入試改革と

コロナ禍が重なり、受験生にとって不透明な状況の下で行われました。

全国的に受験生一人あたりの出願校数・件数の絞り込みが進む中で、

本学の総志願者数は10,869名となり、入学者数は総定員1,400名

に対して1,428名となりました。

2022年度入試のトピックス
①国際文化学部国際文化学科に、グローバル文化（定員70名）、国際

日本学（同40名）、国際協力・共生（同40名）の３専攻が新設され、

幅広い専門領域を体系的に学べるようになります。各入試区分に

おいては専攻単位での募集となります。

②一般入試及び共通テスト利用入試において、前年度の前期日程と

後期日程に加えて中期日程を設定します。受験生の多様なニーズに

応えるとともに、受験の機会が増えることで、合格のチャンスも広がり

ます。

③特別奨学生入試において、浜松、岐阜、金沢、松本の地方会場を

新設します。本入試では、学力試験（英語・国語必須の３教科）をもと

に、面接試験により入学金と4年間の学費全額を免除します。

④商学部において、本学が指定する情報系の資格を有する方に情報

スペシャリスト入試（経営情報学科のみ）を、商業系科目を得意と

する方に向けて商業系科目入試を新設します。

◆ 2021年度入試結果（1年次入学の各区分を合算）

◆ 2022年度入学試験日程

単位：人（女子は内数）

※上記のほか、共通テストプラス入試、共通テスト利用入試（前期・中期・後期）、特別入試、編入学試験を実施します。詳細は各入学試験要項をご確認ください。

※国際協力学科は2021年度入試より募集停止。

10/16（土）

12/4（土）

11/20（土）

11/21（日）

アクティブ・ラーニング入試

グローバル人材入試

【新設】情報スペシャリスト入試

【新設】商業系科目入試

指定種目スポーツ入試（前期）

一般推薦入試（前期）

課外活動評価入試（前期）

一般推薦入試（前期）

指定校推薦入試

特別奨学生入試（1次審査）

指定種目スポーツ入試（中期）

入試区分試験日

3/12（土）

12/18（土）

2/26（土）

1/30（日）
1/31（月）
2/1（火）

特別奨学生入試（2次審査）

一般推薦入試（後期）

一般入試（前期）

一般入試（中期）

指定種目スポーツ入試（後期）

課外活動評価入試（後期）

一般入試（後期）

入試区分試験日

4,530
2,201
2,405
1,395
2,129
1,585
1,114
759
1,003
351
964

18,436

250
150
200
95
165
140
150
－

130
40
80

1,400

経済
現代社会
商

経営情報
法
英米語
国際文化
国際協力
スポーツ健康

こどもスポーツ教育
理学療法

経済

総　計

法
外国語

国際文化

スポーツ健康

リハビリテーション

現代社会

商

273
449
425
165
308
492
482
－
93
68
262
3,017

592
565
640
257
448
893
704
351
199
91
341
5,081

2,125
1,657
1,487
833
1,267
917
837
－

765
207
774

10,869

1,011
653
584
253
748
417
313
199
406
197
240
5,021

124
196
174
47
186
244
209
92
98
73
98

1,541

939
683
607
297
763
438
529
－

436
140
191
5,023

143
225
196
67
185
244
301
－
69
49
77

1,556

274
169
209
106
182
150
112
56
135
54
82

1,529

32
51
58
17
39
81
80
34
24
14
31
461

283
160
210
104
186
120
122
－

138
21
84

1,428

32
48
62
21
35
68
73
－
23
6
38
406

学　科 入学
定員学　部

全体

志願者
2020 2021 2020 2021 2020 2021

合格者 入学者

女子 全体 女子 全体 女子 全体 女子 全体 女子 全体 女子

就職状況等について 2021年度入試結果と2022年度入試に向けて

CAREER CAMPUS FLASH

100%

98%

96%

94%

92%

90%

88%

86%

84%

82%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2019 20202020

◆ 就職決定率推移グラフ ◆ 求人社数推移グラフ
14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

社 

数

5,420

6,470

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

92.5%

96.8%

99.0% 99.0%98.3% 98.2% 98.4% 98.6%

7,327

8,825

10,319

11,643
11,996

12,958
13,246 13,122

97.8%
96.7%

なお、入試の詳細につきましては、受験生サイトをご覧ください。
https://www.ngu.jp/admissions/

2021年3月をもって3名の先生方が定年退職を迎えられました。
学部教育の他、本学の発展に長年にわたりご尽力くださいました。
心より感謝申し上げます。定年退職者

経済学部

家本 博一 教授
（1999年就任）

国際文化学部

矢澤 雅 教授
（2000年就任）

経済学部

水田 健一 教授
（2000年就任）

◎キャリアセンター
　名古屋052-678-4090／瀬戸0561-42-0348

※求人の受付は、大学ホームページでも、することができます。
　https://www.ngu.jp/career/company/
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卒業記念品費 3,248,630円
学生活動補助費 2,011,220円
広報活動費 5,410,687円
大学へ寄付 2,000,000円

合計 12,670,537円

総務委員会
委員長 ： 鈴木 慎一（90E）
副委員長 ： 鈴木 隆幸（84E）
               島倉 誠（84E）

● 卒業記念品の贈呈

広報委員会
委員長 ： 古澤 茂雅（78E）
副委員長 ： 田中 友成（96F）
               伊藤 俊克（82E）

● 会報の発行
２０２０年１１月中旬、
会報３２号３６，２００部を制作・発送

情報委員会
委員長 ： 長瀬 賢俊（01E）
副委員長 ： 中島 鎌一郎（84E）

● 同窓会ホームページの充実
● 会報電子化に関する
   Webアンケートの実施

支部委員会
委員長 ： 加藤 達也（84E）
副委員長 ： 江川 博也（90E）
               梅村 圭一（97E）

● 支部活動の支援

事業委員会
委員長 ： 荒木 輝彦（93E）
副委員長 ： 柴田 哲冶（72E）
　　　　   中川 優希（98C）

その他
● 不動産部会
● 国際交流部会
● 学生への援助
　奨学金支援
● 大学へ寄付
新型コロナウイルス感染予防対策費
として寄付

【2020年度 主な支出】

2020年度　事業報告

2021年度　代議員一覧

68E
68E
69E
69E
69E
70E
71E
71E
71E
71E
72E
72E
72E
73E
73E
73E
73E
74E
74E
75E
75E
76E
77E
77E
78E
78E
78E
78E
79E
80E
80E

鵜飼　  昌治
山本　  章五
鈴木          章
長田  　孝二
水谷  　文穂
塚本          久
占部　  憲一
倉田  　正義
中野  　隆自
長瀬  憲八郎
佐々木  康二
柴田　  哲冶
吉田  眞一郎
伊藤  　富裕
下村　  直己
千田  　敏勝
美濃部  貞昭
伊藤　  嘉彦
小川      博司
柿谷　  政信
高津　  佑典
大島　  誠一
伊藤          暁
木之村  和彦
大海          浩
須崎　  英晴
冨田　  宗一
古澤     茂雅
田辺　  俊之
安藤　  之人
魚 住    正 実

80E
80E
80E
81E
81E
81E
82E
82E
82E
82E
82E
82E
83E
83E
83E
83E
83E
84E
84E
84E
84E
84E
84E
84E
85E
87E
87E
88E
89E
90E
90E

河本  　浩詞
西中　  利也
目崎  喜久雄
安藤　  恵二
入川  　達三
加藤　  正昭
伊藤  　俊克
小出          彰
櫻井　  嘉人
薮下　  靖浩
湯原          努
渡辺  　秀一
朝比奈  浩和
井村　  茂紀
佐々木  伸之
寺尾　  正美
正村　  弘之
加藤　  達也
川村　  健一
神戸　  康吉
島倉          誠
鈴木  　隆幸
中島  鎌一郎
村上  　令一
浅野          清
水谷　  安志
山口  　重樹
清水　  盛幸
岩田　  好克
江川　  博也
鈴木　  慎一

90E
90E
91E
92E
93E
93E
93E
93F
94E
95E
95E
96C
96E
96E
96F
97E
97E
98C
99E
00F
01E
02C
02F
03F
04E
05E
06C
06E
07C
09F
10C

高橋　  公生
堀内　  幸路
松原　  芳宣
堀内  　利之
浅見  　宏之
荒木　  輝彦
山本  　紳司
村山　  敦子
杉山　  孝守
岡村　  匡城
神谷　  倫行
木村  　嘉孝
貝間　  利幸
近藤　  大輔
田中  　友成
梅村  　圭一
水野  　良則
中川  　優希
鳴海  　康裕
阿部  　育代
長瀬  　賢俊
小西  　崇之
市川          剛
大橋   さやか
鈴木  　一生
下村  　昌己
松本  　隆志
森部  健太郎
児玉  　政和
白金  　康子
伊藤  　太樹

10E
10E
11F
12C
12C
12F
12F
12H
13C
13E
13E
13E
14C
14E
14F
15E
15F
15F
15F
15F
16C
16R
17L
18E
20F
20G
20S
21F
21G

小島　  恭平
中田          翔
菊池　  紗代
加藤　  孝憲
塩月　  隼人
阿久津  伊吹
小野  　万実
谷口　  真衣
栗田  　貴章
坂本  貴和子
平山  　英幸
八島          望
平松          卓
本田  　幸大
蒲生  　彩音
西尾  　和樹
河村  佳香里
中馬  健太郎
西村  　優希
牧田  　莉奈
坂中  　慎一
酒井　  優奈
重松　  歩月
恒成  由布子
磯崎  　将典
伊藤  　千尋
直井  美紗子
又吉  　康力
丹羽　  綾乃

卒業年 氏 名 卒業年 氏 名 卒業年 氏 名 卒業年 氏 名

〈  　キリトリ〉

〈  　

キ
リ
ト
リ
〉

１９９7年３月以降の卒業生から、同窓会終身登録会費を頂いております。
その年より前の卒業生には、任意での終身会費振込みをお願いしております。
学籍番号９6E・Cより以前の方は、終身会費の納入をお願いいたします。
同窓会ネットワークを充実させるためにもしっかりとした財源が必要です。何卒ご理解の上、ご協力賜りますようにお願い申し上げます。
尚、終身会費確認については、同窓会事務局で確認できますのでお問い合わせください。二重振込みなどは返金させていただきます。 

同窓会終身会費振込みのお願い

振込金額・名前・
学籍番号を
入力する

ナゴヤガクイン
ダイガク
ドウソウカイと
表示される

「0033699」と
入力する

「当座預金」を
選択する

店名「〇八九」と
入力する

● 終身会員費：1 万円

● 金融機関名 ： ゆうちょ銀行
● 店名 ： 〇八九（ゼロハチキュウ）
● 口座種別 ： 2　当座預金
● 口座名義 ： 名古屋学院大学同窓会
● 口座番号 ： 0033699

1.ゆうちょ銀行からゆうちょ銀行に振り込む場合

※ゆうちょ銀行の通帳またはキャッシュカードが必要です。　※窓口でも振込可能です。

2.他銀行からゆうちょ銀行に振り込む場合（ローソン・ファミリーマート等のATM）

終身会費（支払い方法）

振 込 先会　　費

振込方法

（既に終身会員の方は不要です）

「008207」と入力する 「0033699」と入力する ナゴヤガクインダイガク
ドウソウカイと表示される

振込金額・名前・学籍番号を
入力する

ナゴヤガクインダイガク
ドウソウカイ

ナゴヤガクインダイガク
ドウソウカイゆうちょ銀行

当座預金

普通預金

※銀行のキャッシュカードが必要です。

振込銀行
「ゆうちょ銀行」を
選択する

同窓会運営の報告
同窓会の事業は年に2回の代議員会と9～10回の理事会で充分に協議・審議され、運営されています。
各委員会が設けられ、その中から事業計画案及び予算案を検討した上で会議に提出され、議論を重ねて遂行しています。

1
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関東部会ホームページ
http://ngudo-kanto.com/

〒915-0801
福井県越前市家久町89-27
TEL：090-8265-2898
　　　　　　            （堀内）

〒933-0866
富山県高岡市清水町2-15-30
TEL：090-9767-8650
　　　　　　            （正村）

〒921-8005
石川県金沢市間明町2-135
（株）サウンド・ソニック（柿谷）内
TEL：076-291-7777

〒514-0813
津市八幡町137
TEL：090-4117-1471
　　　　　　            （倉田）

〒710-0807
岡山県倉敷市西阿知町346-8
TEL：086-441-1600
　　　　　　            （山本）

各支部では毎年支部会を開催しています。お問い合わせは下記へお願いします。

関東支部

石川支部

福井支部

三重支部

富山支部

岡山支部
中国・四国
統括

支部連絡先について

2 0 2 1年度  同窓会運営の紹介

〈  　

キ
リ
ト
リ
〉

〈  　

キ
リ
ト
リ
〉
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〈  　
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冊子版「同窓会 会報」の次年度からの郵送をご希望される方へ

冊子版「同窓会 会報」郵送お申し込み

FAX・ハガキ、またはQRコードからお申し込みください

あ な た の
学籍番号

あなたの
氏　名
郵送先ご住所
〒

冊子版「同窓会会報」の希望者のみへの郵送や、デジタルメディア配信についてご意見・ご感想ございましたらお聞かせください

2022年3月中旬以降、同窓会事務局移転に伴い上記電話番号・FAXはご利用いただけなくなります。
移転先の新しい電話番号・FAX番号は決まり次第、ホームページでご案内させていただきます。

ご迷惑おかけいたしますが宜しくお願いいたします。

│ 同窓会事務局 │　TEL： ０５２-２1２-9301　ＦＡＸ： ０５２-２1２-9302

占部 憲一（71E） 安藤 之人（80E）

安冨 奈保美

理事

監事 事務局

顧問

事務局長
佐々木 伸之（83E）

総務委員長
鈴木 慎一（90E）

総務副委員長
鈴木 隆幸（84E）

総務副委員長
島倉  誠（84E）

広報委員長
古澤 茂雅（78E）

総務委員
西中 利也（80E）

広報副委員長
田中 友成（96F）

広報副委員長
伊藤 俊克（82E）

情報委員長
長瀬 賢俊（01E）

情報副委員長
中島 鎌一郎（84E）

支部担当委員長
加藤 達也（84E）

支部担当副委員長
江川 博也（90E）

支部担当副委員長
梅村 圭一（97E）

事業委員長
荒木 輝彦（93E）

事業副委員長
柴田 哲冶（72E）

事業副委員長
中川 優希（98C）

会長
小川 博司（74E）

副会長
［事業担当］
安藤 恵二（81E）

副会長
［広報担当］
薮下 靖浩（82E）

副会長
［情報担当］
伊藤 富裕（73E）

塚本 久 長瀬 憲八郎赤楚 治之 坪田 暢允 下村 直己 伊藤 嘉彦 須崎 英晴

名古屋学院大学同窓会で毎年発行しております「同窓会 会報」ですが、今年
からデジタルメディア版の配信を開始し、冊子版「同窓会会報」は来年から、
ご希望の方のみに郵送することとなりました。つきましては来年からの冊子版を
ご希望の方はFAX・ハガキまたはQRコードからお申し込みをお願いいたし
ます。お手数おかけいたしますが、何卒ご了解のほど宜しくお願いいたします。

右記QRコードの
フォームから
お申し込みください
※QRコードからは12月
中旬からお申し込みい
ただけます

14
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同窓会ホームページでは、支部会情報
をはじめ、同窓会の最新情報をお知ら
せしています。お気軽にアクセスしてい
ただき、同窓会交流の場としてご利用
ください！

http://www.ngudo.com/
名古屋学院大学同窓会ホームページ

同窓会ホームページにアクセスください！

同窓会事務局移転のお知らせ（2022年3月予定）

同窓会事務局では、同窓会員の皆様に同窓会会報などの配布物を定期的に送付しておりますが、住所不明による郵便物の
返送が多数発生しております。現住所より転居される場合、同窓会事務局までご連絡いただくか、同窓会ホームページの
「住所登録・変更ページ」にて変更していただきますようお願いいたします。

住所変更届けのお願い

毎年お届けしております同窓生の皆様とのコミュニケーション誌「同窓会 会報」が、スマートフォンにも対応したデジタル
メディア版「会報WEB MAGAZINE」として、今年の12月から新しく配信を開始いたします。動画などデジタルメディアなら
ではの新しいコンテンツをお届けしていく予定ですので、皆様是非ご覧ください。

デジタルメディア版同窓会会報「会報WEB MAGAZINE」が
12月中旬より配信開始！

ここをクリック！

会報WEB 
MAGAZINE

12月中旬からの配信と
なります

同窓会事務局は、2022年3月下旬に名古屋学院大学の名古屋キャンパスしろとり校舎内に移転を予定しております。

また移転情報詳細決まりましたらご案内させていただきます。ご迷惑をおかけいたしますが宜しくお願いいたします。

〒456-8612 名古屋市熱田区熱田西町1番25号 名古屋学院大学名古屋キャンパスしろとり内　
名古屋学院大学同窓会事務局

移転先住所




